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 業務概要 

 

 概要 

 業務目的 

平成 7年の兵庫県南部地震、平成 16年の新潟県中越地震等において、大規模な谷埋

め盛土地及び斜面に腹付けした盛土地で、がけ崩れや土砂流出による被害が生じてい

る。 

このような状況を踏まえ、平成 18 年に宅地造成等規制法が改定され、大規模地震

発生時に災害発生の恐れが大きい大規模盛土造成地について、同法第 20 条第 1 項に

規定する造成宅地防災区域の指定等を行うため、本業務は、「国士交通省」において

抽出された 27 箇所の大規模盛土造成地の地形・地質の概要、次調査の優先度等を決

める基礎資料を作成し、第二次スクリーニング計画策定のための次期地盤調査計画の

作成を目的とした。 

 

 業務の概要 

①委託業務名：御宿町宅地耐震化推進事業大規模盛土造成地変動予測調査業務

    （第二次スクリーニング計画の作成）委託 

②施行場所 ：御宿町内 27 箇所 

③委託期間 ：令和 4 年 8 月 2 日～令和 5 年 3 月 27 日 

④委託者   ：御宿町 

⑤受託者   ：国際航業株式会社 千葉支店 

 

 業務内容 

・計画準備      一式 

・基礎資料の整理      一式 

・現地踏査      一式 

・第二次スクリーニングの優先度評価   一式 

・大規模盛土造成地宅地カルテの作成   一式 

・簡易地盤調査      一式 

・報告書作成      一式 

・打合せ（初回、中間、最終回）    一式（3 回） 
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図 1-1 位置図（出典：御宿町 HP） 
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 業務フロー 

本業務では、次に示すフローに基づき業務を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 業務フロー 

 

  

（打合せ） 

計画準備 

第二次スクリーニング
の優先度評価 

簡易地盤調査 

報告書とりまとめ 

現地踏査 

基礎資料の整理 

初回打合せ 

 

中間打合せ 

 

最終打合せ 

 

大規模盛土造成地 
宅地カルテの作成 



 

1-4 

 実施方針 

次に示す内容に基づき業務を実施した。 

 

 計画準備 

（1） 業務計画の策定 

関連図書等の対象基礎資料について調査し、業務全体の方針、細部仕様、工程表及び業務

実施体制について業務計画書を作成し、監督職員に提出した。 

第一次スクリーニングにおける資料による盛土の滑動崩落危険度評価では、土質強度等を

確認せずに行う予備的な検討であることから、滑動の起きやすさを評価するための手法とし

て、ガイドラインにある優先度評価に必要な調査（現地踏査及び基礎資料の整理）をもとに、

国の「令和元年度大規模盛土造成地防災対策検討会報告」からの「新たな考え」を参考に、

評価手法を設定した。 

 

優先度評価のための必要な調査については、以下の要素を考慮し実施した。 

・被害形態（滑り崩壊、滑り変形、擁壁倒壊、擁壁変形） 

・造成年代、造成履歴、施工管理状況 

・盛土地盤の構造・変状等 

1)盛土及び擁壁の形状と構造 

2)宅地地盤・擁壁·法面の変状の有無 

3)地下水の有無 

4)盛土下の不安定な土層の有無 

・保全対象（建物数・重要公共施設等） 

 

（2） 基礎資料の収集 

過年度に実施された第一次スクリーニング調査結果等、本業務の実施に必要な資料を収集

した。 
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 基礎資料の整理 

（1） 変動確率 

変動確率は、御宿町大規模盛土造成地変動予測調査業務（あるいは平成 30年度大規模盛土

造成地調査業務（国土交通省発注））の成果や現地踏査から得られた値を変数パラメータと

し、点数方式、数量化 II類方式等により求めた。 

 

（2） 保全対象調査 

保全対象の調査は、対象盛土箇所区域内及び対象盛土箇所下流部について、住宅戸数、集

合住宅棟数、幹線道路、緊急輸送指定道路、河川、鉄道、指定避難所及び避難道路の有無に

ついて調査した。 

なお、下流部の調査範囲は、対象盛土の長さと同じ長さの範囲で、最大 100m以内とし、河

川等で区切られた地形条件があればその範囲までとした。 

その他、保全対象以外の防災関連施設、要援護者施設の有無、災害指定区域の有無を、対

象盛土箇所及び下流部について調査した。なお、下流部の調査範囲は、保全対象と同じ条件

範囲とした。 

 

（3） 既往地盤情報・施工条件調査 

盛土区域の地盤情報について調査優先度評価の参考となる、地形・地質情報、ボーリング

調査及び地下水位等の資料を調査し、必要で収集可能な資料を調達した。 

 

（4） 災害履歴調査 他 

当該盛土造成地の地盤及び構造物において、地震及び風水害に係る災害履歴について調

査・整理し、評価に供した。また、造成施工条件、施工管理に関し評価に係る情報について

も、可能な範囲で収集調査した。 
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 現地踏査 

（1） 目視による現地踏査 

全対象盛土造成地について、その周辺及び下端部について現地踏査を実施した。 

現地踏査の着目点を以下に示す。＊印の項目は、開発許可関連図書等資料で可能な範囲で

確認した。 

1)盛土形態（盛土の形状、長狭の状況、勾配、かたちの特異性など） 

2)地下水（＊地下水位の高さ、集水地形にあるか否か、法面湧水の痕跡、他の湧水箇所、

排水の状況、水性植生の有無、盛土面の浸潤状況など） 

3)盛土施工（＊盛土材料の砂質性、＊盛土施工の不安定要素の有無など） 

4)地山（盛土下部等の不安定軟弱堆積土層の有無） 

5)法面（盛土法面の高さ・勾配、表面の凹凸・亀裂等の変状の有無、法面保護工の不備、

排水工不備による法尻侵食の有無など） 

6)擁壁（擁壁とその基礎の変状、掛睦の構造及び構造上の不備・＊補修履歴、擁壁背面の

排水の状況） 

7)前 2項を踏まえた、盛土末端部の変状の状況 

8)宅地（宅地地盤が原因と想定される建物の傾斜・変形の有無） 

9)道路（路面の亀裂・陥没・隆起・側溝等での変形・ずれなど） 

10)その他（災害の痕跡等） 

 

（2） 現地踏査等資料の整理 

現地踏査の状況を項目ごとに整理し、細目について優先度ランクに基づく評価点を付し、

擁壁等の施設の構造や変状等の特異な状況についての記述並びに現地写真について現地踏査

票（ガイドライン宅地カルテ様式 3に相当）に整理した。 

また、現地状況確認の記録写真は、撮影位置を盛土平面図上に索引図として表記し現地踏

査写真票（ガイドライン宅地カルテ様式 4に相当）に整理した。 

さらに、現地踏査等の調査結果を大規模盛土造成地調査一覧表に取りまとめた。 

 

 第二次スクリーニングの優先度評価 

（1） 被害形態及び影響範囲の想定 

ガイドラインに示される優先度評価フロー（以下、従来フローという。）にしたがい優先

度を評価した。なお、変動確率は、盛土の形状、地下水の有無等を変数パラメータとし、点

数方式、数量化 II類方式等により求めた。 

対象盛土造成地について、滑動崩落を示唆する大規模で進行性が認められる変状が存在す

る場合は、第二次スクリーニング実施対象とし、それ以外の盛土造成地については被害形態

別に、優先度評価及び判定を行った。 

調査結果から、被害形態（滑り崩壊・変形及び擁壁倒壊・変形）並びに影響範囲について

想定し、国の令和元年防災対策検討会報告における「新たな考え方」にしたがい早期に第二

次スクリーニングを実施すべき盛土と経過観察する盛土に区分し、経過観察する盛土につい

ては従来フローによる優先度評価によるランク分けを行った。 
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（2） すべり（崩壊・変形）形態の評価判定 

被害形態として、すべり崩壊・すべりによる変形が想定される盛土造成地について、滑動

崩落の範囲を示唆する変状の存在、地下水の異常（湧水、滲水）が認められるケースにおい

ては、他の形状・構造・災害履歴、造成履歴等の状況と併せ優先度評価を行い、簡易地盤調

査の実施の判定を検討した。 

簡易地盤調査を必要としない盛土造成地は、経過観察対象とした。 

現地踏査の結果、簡易地盤調査を必要とする盛土造成地はなかった。 

 

（3） 簡易地盤調査の計画 

※現地踏査で盛土内の地下水、湧水がないことを確認したため、調査不要とした。 

優先度評価判定結果により、簡易地盤調査の必要性のある盛土造成地について簡易地盤調

査の具体的な計画を立案した。 

簡易地盤調査については、スウェーデン式サウンディング、オートマチックラムサウンデ

ィング等によるサウンディングを基本とした具体的な調査計画を立てた。 

 

（4） 擁壁（倒壊・変形）形態の危険度判定 

被害形態として、擁壁倒壊・擁壁変形が想定される盛土造成地について、不適格擁壁でな

いもしくは擁壁に変状がない場合は、経過観察対象とした。 

不適格擁壁もしくは擁壁に変状がある場合は、宅地擁壁老朽化判定マニュアル（案）（国

土交通省）における危険度判定評価を行い、危険度評価区分が「大」となった場合、第二次

スクリーニング実施の対象箇所とした。 

不適格擁壁もしくは擁壁に変状がない場合及び危険度判定評価の危険度評価区分が「中」

または「小」の場合は、経過観察対象とした。 

現地踏査の結果、不適格擁壁もしくは擁壁に変状ありと判定される盛土造成地はなかった。 

 

 大規模盛土造成地カルテの作成 

大規模盛土造成地について、第二次スクリーニング計画の作成の調査項目について、個票

である大規模盛土造成地（宅地）カルテを作成した。ガイドライン様式 3 及び様式 4 の他、

様式 1（概要・総評）カルテについても必要項目を追記載した。 
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 簡易地盤調査 

簡易地盤調査は、早期に第二次スクリーニングを実施することの必要性を判断することを

目的とし、地下水位、盛土の脆弱性及び切盛境界等を確認することを予定していたが、現地

踏査で盛土内の地下水、湧水がないことを確認したため、調査不要とした。 

 

 報告書作成 

優先抽出した大規模盛土造成地の地域特性、社会条件並びに保全対象調査の状況、現地目

視調査の状況、盛士被害形態及び影響範囲、想定被害規模等から総合的に優先度評価及び判

定の経緯、次期地盤調査選定の経緯について報告書に取りまとめた。 

また、本業務に関する説明資料を作成した。 
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 業務工程表 

業務工程は以下のとおりとした。 

業務期間：令和 4年 8月 2日～令和 5年 3月 27日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    10    20     10    20     10    20     10    20     10    20     10    20     10    20     10    20

計 画 準 備

基 礎 資 料 の 整 理

現 地 踏 査

第二次スクリーニングの優先度評価

大規模盛土造成地　宅地カルテ作成

報 告 書 作 成

打 合 せ 協 議

12月11月
数 量

9月 2月
項 目

1月8月 10月
単 位

3月
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 業務組織計画 

 業務実施体制 

 

 

 業務場所・連絡先 

担当 氏名 主な担当業務 所属 

管理技術者 井原 俊一 業務全般の管理 
河川海洋部 アセットグループ 

E-mail: shunichi_ihara@kk-grp.jp 

照査技術者 堀中 敏弘 照査 
中部技術部 国土保全グループ 

E-mail: toshihiro_horinaka@kk-grp.jp 

担当技術者 

佐藤 隼人 

・基礎資料の整理 

・第二次スクリーニング

の優先度評価 

・大規模盛土造成地 

宅地カルテ作成 

河川海洋部 アセットグループ 

E-mail: hayato_sato@kk-grp.jp 

森友 洋亮 
・基礎資料の整理 

・現地踏査 

河川海洋部 アセットグループ 

E-mail: yosuke_moritomo@kk-grp.jp 

守家 圭吾 
・基礎資料の整理 

・現地踏査 

河川海洋部 アセットグループ 

E-mail: keigo_moriya@kk-grp.jp 

安斉 正慶 
・基礎資料の整理 

・現地踏査 

河川海洋部 アセットグループ 

E-mail: masayoshi_anzai@kk-grp.jp 

営 業 担 当 鎌田 真太朗 営業窓口 
千葉支店 

E-mail: shintaro_kamata@kk-grp.jp 

 

  

管理技術者 

井原 俊一 

 

営業担当 

千葉支店：鎌田 真太朗 

 

担当技術者 

佐藤 隼人 

森友 洋亮 

守家 圭吾 

安斉 正慶 

照査技術者 

堀中 敏弘 
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 打合せ 

本業務の打合せは、初回（業務着手時）、中間 1 回以上、最終回（成果品納入時）の計３回

以上実施した。 

打合せ結果は打合せ協議記録簿に記録し、提出した。 

その他必要に応じて、電話・電子メール等も含めて打合せ協議を行った。 

 

表 1-1 打合せ実施日 

回 実施時期 内  容 

第１回 令和４年 ８月上旬 業務着手時 

第２回 令和５年１月上旬 簡易地盤調査の要否等の確認 

第３回 令和５年 ２月上旬 
第二次スクリーニングの優先度評価結果等 

の確認 

第４回 令和５年 ３月中旬 成果品納入時 

 

 成果品の品質を確保するための計画 

本業務では、『ISO9001 品質管理システム』に基づき、国際航業株式会社の品質マネジメン

トシステムを適用するとともに、照査技術者を配置し、成果品の品質向上を図る。 

 

 成果品の内容、部数 

以下のとおり、成果品をとりまとめ、次のものを提出した。 

 

 (1)業務報告書チューブファイル     2部 

 (2)業務報告書電子データ（Word、PDF）CD-R   1式 

 (3)現地踏査票 

（ガイドラインのカルテ様式 3に相当：Excel及び PDF形式） 1式 

 (4)現地踏査写真票 

（ガイドラインのカルテ様式 4に相当：Excel及び PDF形式） 1式 

 (5)概要・総評版カルテ 

（ガイドラインのカルテ様式 1に相当：Excel及び PDF形式） 1式 

 (6)大規模盛土造成地調査一覧表     1式 

 (7)優先度評価表      1式 

 (8)次期地盤調査候補箇所票・一覧表【該当箇所なし】  1式 

 (9)本事業に対する説明資料（電子データ：Word形式）  1式 

 (10)その他資料       1式 
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 使用する主な図書及び基準 

本業務の実施にあたっては、特記仕様書のほか、以下の関係法令、規則及び規定に準拠して

実施した。 

 

(1)「宅地造成等規制法」（昭和 36年 11月）、「同施行例」及び「同施行規則」 

(昭和 37年 2月) 

(2)「宅地防災マニュアル」(国土交通省：令和元年 6月 28日) 

(3)「大規模盛土造成地の滑動崩落対策推進ガイドライン及び同解説」 

（国土交通省：平成 27年 5月） 

※以下、「ガイドライン」と示す。 

 

(4)「令和元年度大規模盛土造成地防災対策検討会報告」及び参考資料 

（国土交通省：令和 2年 3月） 

(5)「公共測量 作業規定の準則」及び「同解説と運用」 

（国土交通省：令和 2年 3月一部改正） 

(6)その他関係法令及び規則 

 

 使用する主な機器 

本業務の実施にあたっては、以下のものを使用した。 

・GPS測位機器 

・クラックスケール 

・デジタルカメラ 

・リボンテープ等 
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 基礎資料の整理 

過年度に実施された第一次スクリーニング調査結果等、本業務の実施に必要な資料を収集し、

現地踏査及び第二次スクリーニング調査の優先度評価のための資料として整理した。 

収集した資料を以下に示す。 

 

表 2-1 収集資料 

No 資料名 

1 御宿町大規模盛土造成地マップ（御宿町 HP公開） 

2 

平成 30年度大規模盛土造成地調査（関東・北陸地方）検討業務 

（第一次スクリーニングの実施及び大規模盛土造成地マップの作成） 

報告書【御宿町】 

3 

空中写真 

 ※地図・空中写真閲覧サービス 

 https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do 

4 
地質柱状図（千葉情報マップより） 

 https://map.pref.chiba.lg.jp/pref-chiba/Portal 

5 

東北地方太平洋沖地震による関東地方の地盤液状化現象の実態解明 

報告書 

平成 23年 8月 国土交通省関東地方整備局 

公益社団法人 地盤工学会 
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資料 No.2より、造成年代を以下に整理する。 

 

表 2-2 造成年代一覧表 

 

 

 

 

  

箇所番号 所在地 造成年代
御宿町0001 御宿町上布施 平成2年～平成7年
御宿町0002 御宿町上布施 平成2年～平成7年
御宿町0003 御宿町高山田 昭和50年～昭和57年
御宿町0004 御宿町実谷 昭和45年～昭和46年
御宿町0005 御宿町実谷 昭和45年～昭和46年
御宿町0006 御宿町実谷 昭和45年～昭和46年
御宿町0007 御宿町久保 昭和45年～昭和46年
御宿町0008 御宿町久保 昭和45年～昭和46年
御宿町0009 御宿町久保 昭和59年～平成2年
御宿町0010 御宿町久保 昭和45年～昭和46年
御宿町0011 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0012 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0013 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0014 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0015 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0016 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0017 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0018 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0019 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0020 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0021 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0022 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0023 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0024 御宿町御宿台 昭和57年～昭和59年
御宿町0025 御宿町六軒町 昭和45年～昭和46年
御宿町0026 御宿町新町 昭和45年～昭和46年
御宿町0027 御宿町岩和田 昭和45年～昭和46年
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 変動確率 

第一次スクリーニング調査業務成果及び現地踏査から得られた盛土の形状、地下水の有無等

を変数パラメータとし、変動確率を算出した。 

算出方式は、第一次スクリーニング調査結果から最も簡易的に算出可能な（点数方式の方式

2）により求めた。手法の詳細は次項以降に示す。 

算出した変動確率は宅地カルテに追記した。 

 

表 2-3 変動確率の算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

箇所番号 盛土厚さ（ｍ） 盛土幅（ｍ） 盛土幅/盛土厚さ（ｍ） 原地盤勾配（度） 地下水の有無 合計点 変動確率
御宿町0001 10.2 31.6 3.10 7.8 0 14 8.5%
御宿町0002 3.2 237.9 74.34 11.3 0 32 54.0%
御宿町0003 9.6 50.9 5.30 6.7 0 17 13.7%
御宿町0004 8.3 106.7 12.86 6.7 0 20 20.0%
御宿町0005 13.6 81.0 5.96 5.5 0 11 4.4%
御宿町0006 10.9 94.8 8.70 7.2 0 17 13.7%
御宿町0007 10.1 145.2 14.38 4.4 0 26 35.5%
御宿町0008 0.9 91.6 101.78 23.4 0 34 60.8%
御宿町0009 2.1 82.2 39.14 3.2 0 39 78.5%
御宿町0010 9.5 88.5 9.32 10.3 0 15 10.1%
御宿町0011 19.4 70.2 3.62 3.1 0 11 4.4%
御宿町0012 8.8 107.5 12.22 0.2 0 21 22.4%
御宿町0013 18.4 78.2 4.25 16.6 0 6 0.5%
御宿町0014 3.9 54.6 14.00 1.6 0 27 38.4%
御宿町0015 12.4 96.1 7.75 7.6 0 11 4.4%
御宿町0016 9.2 61.8 6.72 3.5 0 18 15.7%
御宿町0017 6.0 76.8 12.80 12.3 0 24 29.9%
御宿町0018 14.4 46.9 3.26 4.0 0 9 2.4%
御宿町0019 11.9 59.3 4.98 4.1 0 17 13.7%
御宿町0020 2.8 411.5 146.96 2.7 0 44 97.3%
御宿町0021 13.3 246.4 18.53 4.9 0 23 27.3%
御宿町0022 25.3 117.0 4.62 8.1 0 10 3.3%
御宿町0023 11.4 91.1 7.99 10.8 0 15 10.1%
御宿町0024 12.4 48.7 3.93 12.3 0 6 0.5%
御宿町0025 4.3 65.3 15.19 5.1 0 29 44.4%
御宿町0026 1.7 52.6 30.94 5.5 0 38 74.9%
御宿町0027 4.5 90.4 20.09 7.2 0 29 44.4%
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図 2-1 変動確率の算出法（ガイドライン P1-62） 

  



 

2-5 

 

図 2-2 変動確率の算出法（ガイドライン P1-63） 
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図 2-3 変動確率の算出法（ガイドライン P1-64） 
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図 2-4 変動確率の算出法（ガイドライン P1-65） 
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 保全対象調査 

保全対象調査は、対象盛土区域内及び対象盛土下流部について、住宅戸数、集合住宅棟数、

幹線道路、緊急輸送指定道路、河川、鉄道、指定避難所及び避難道路の有無について調査した。 

なお、下流部の調査範囲は、対象盛土の長さと同じ長さの範囲で、最大 100m 以内とし、河

川等で区切られた地形条件があればその範囲までとした。 

その他、保全対象以外の防災関連施設、要援護者施設の有無、災害指定区域の有無を、対象

盛土及び下流部について調査した。下流部の調査範囲は保全対象と同じ範囲とした。 

確認にあたっては、「ガイドライン」p1-133を参考とし、保全対象範囲は図 2-6に示す範囲

を基本とし、地形的に到達しないと推定される範囲は除外した。 

法尻部に法面や擁壁等の落差がない箇所や、下流側が盛土や道路によりブロックされている

箇所については保全対象範囲＝盛土範囲とした。 

 

 

 

図 2-5 保全対象について（出典：「ガイドライン」p1-133） 

 

 

図 2-6 保全対象範囲（出典：「ガイドライン」p1-130）   
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各盛土の保全対象範囲について確認した結果を以下に示す。 

 

 表 2-4 保全対象確認表 

 

住宅：10戸以上であることを確認 

道路：高速自動車道、一般国道、都道府県道の有無を確認 

 

各盛土周辺の保全対象範囲を次項以降の図 2-7～図 2-15に示す。 

 

  

御宿町0001 御宿町上布施 なし

御宿町0002 御宿町上布施 なし

御宿町0003 御宿町高山田 10戸未満 県道176号 県道176号（※1）

御宿町0004 御宿町実谷 なし

御宿町0005 御宿町実谷 なし

御宿町0006 御宿町実谷 なし

御宿町0007 御宿町久保 なし 県道176号 県道176号（※1）

御宿町0008 御宿町久保 なし 県道176号 県道176号（※1）

御宿町0009 御宿町久保 10戸未満 特別養護老人ホーム外房

御宿町0010 御宿町久保 なし

御宿町0011 御宿町御宿台 10戸以上 1 ラビドール御宿

御宿町0012 御宿町御宿台 なし

御宿町0013 御宿町御宿台 10戸未満
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）

御宿町0014 御宿町御宿台 10戸未満
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）

御宿町0015 御宿町御宿台 10戸以上
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）
御宿町0016 御宿町御宿台 なし

御宿町0017 御宿町御宿台 なし 御宿町役場近傍

御宿町0018 御宿町御宿台 10戸以上
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）

御宿町0019 御宿町御宿台 10戸以上
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）

御宿町0020 御宿町御宿台 10戸以上
広域消防御宿分署/土砂災害警戒区

域・特別警戒区域（一部）

御宿町0021 御宿町御宿台 10戸以上
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）
御宿町0022 御宿町御宿台 10戸以上

御宿町0023 御宿町御宿台 10戸未満

御宿町0024 御宿町御宿台 10戸未満

御宿町0025 御宿町六軒町 10戸以上
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）

御宿町0026 御宿町新町 10戸以上
土砂災害警戒区域・特別警戒区域

（一部）
御宿町0027 御宿町岩和田 10戸未満
※1　津波ハザードマップの避難方向から想定
※2　防災関係機関、要援護者施設、災害指定区域の有無

鉄道
指定避難所

及び
避難道路

河川
幹線道路

緊急輸送道路
所在地 住宅戸数 集合住宅数 その他（※）
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図 2-7 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0001、0002） 

 

図 2-8 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0003） 

 

0001 

0002 

0003 
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図 2-9 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0004、0005、0006） 

 

図 2-10 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0007、0008） 
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2-12 

 

図 2-11 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0009、0010） 
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図 2-12 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0011、0020） 
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0020 
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図 2-13 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0012～0019） 

 

 

図 2-14 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0021～0024） 
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図 2-15 保全対象範囲（黒点線）（御宿町 0025～0027） 
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